
4461 

沿岸センサネットワーク用ノードにおける塩濃度観測部の検討 
A Study of the Salinity Observations Department by the Node for Use in the Coast Sensor Network 

 

ME０8 織茂 柾俊 

指導教員 吉田 将司 

 

１．はじめに 

富山湾では寄り回り波などの自然災害が多く発

生している。また生活排水による汚染などを知るた

めに、水温や塩濃度といったデータを観測する水

質調査が行われており、観測のリアルタイム化が求

められている[1]。先行研究により、海上で得たデ

ータをブイの無線機能より地上まで送信することが

可能となり、リアルタイムでデータ送信ができるよう

になった[2]。本研究では水質調査を行うために、

観測データを取得するためのノードの観測部の検

討を行った。ここでは、塩濃度測定部について述

べる。 

２．概要 

塩濃度は溶液の電気伝導率と水温を測定する

ことによって得ることができる。水温の測定は昨年

度成功している[3]ので今年は電気伝導率の測定

回路を製作した。電気伝導率の測定はセンサを組

み込んだブリッジ回路内の電位差を A/D 変換しマ

イコンで取得する。 

本研究で使用したセンサプローブに使われてい

る AT サーミスタは、電気伝導率の変化を抵抗値と

して出力する素子である。これをブリッジ回路内に

組み込むことにより、溶液中の伝導率の変化によっ

てセンサの抵抗値が変わり、ブリッジ回路から出力

される電圧値が変化する。図 1 に塩濃度測定回路

を示す。 

交流ブリッジ回路の出力電圧 e[V]から、溶液の

電気伝導率σ[S/m]を求める式を(1)に示す。この

時電源は、4[kHz]5[V]（実効値）、R1～R4 は 10[k

Ω]、Rαはセンサの伝導率測定用プローブの両端

を、Rβはセンサの水温測定用プローブの両端を接

続する。C:電極セル定数（1ｃｍ-1）、E:PQ 間電圧と

する。塩濃度[‰]を求める式及び、試験水の伝導

率:C15 を式(1)、(2)に示す。溶液の水温を T[℃]と

すると、電気伝導率比 K15 が（3）で求まり、（4）によ

り塩濃度[‰]が算出できる。 
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図 1 塩濃度測定回路 図 2 塩濃度測定結果 

３．塩濃度測定実験 

製作した塩濃度測定回路を用いて測定を行っ

た。0.5～5.0[％]まで 0.5[％]刻みの溶液の伝

導率を実験回路で測定し、結果を塩濃度算出式

に代入し塩濃度を求めた。測定を始める前に工

業用精製水を用いて可変抵を使用し零調節を行

った。またこのとき Rβには水温測定用回路の出

力部分を接続し電源を Onにして測定を行った。 

４．実験結果 

真値と算出結果から 20[‰]のバイアス分を引い

たもの、算出結果からバイアス分を引いたものを単

位換算しパーセントにしたものを比較したのが図 2

である。真値と算出結果にはバイアス分を差し引く

ことによって誤差が無いように見える。しかし実際

はパーセントとパーミルには 10[倍]差があることが

わかる。従って製作した塩濃度測定回路では目標

を達成するためには使用できないことが分かった。 

５．結論 

今回製作し実験に用いたコールラウシュブリッジ

回路では、必要とする精度での塩濃度の測定を行

うが難しいことが分かった。そのためコールラウジュ

ブリッジの基本回路と検流計を用いて抵抗値を求

め、そこから伝導率を求める方法で理論値との比

較を行った。しかしこの方法でもうまく測定すること

が出来なかった。このことから今使用しているセン

サプローブを用いての最小構成での水温測定と塩

濃度測定の同時測定は困難であると分かった。マ

ルチ水質チェッカーの測定値の PC への出力が出

来るので、ノードに搭載することを検討中である。 
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